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生体免疫系による車両間・路車間協調モデル 
及び獲得免疫に着目した危険度抑制に関する研究 
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 自動車は現代社会において人々を支える基礎として必要不可欠なもので
ある．しかし「交通事故」「渋滞」「汚染」といった負の側面が顕在化し，
大きな社会問題となっている．中でも起こった事故に対処するのでなく，
事故を未然に防ぐ予防安全技術が注目されている．これまでの研究では単
一の車両における障害物回避や，インフラとの協調による運転支援，自動
運転などが考えられてきたが，今後は複数の車両が錯綜する状況下での運
転支援システムが求められるが，錯綜状況下での運転支援や，動的挙動の
制御は未だに困難が多い．よって本研究では生体の情報処理機構である免
疫機構をモデル化することにより，路車間・車車間での危険抑制システム
の提案および車両同士が協調する協調回避アルゴリズムの構築を検討する． 

合流部などの複数の車両が 

錯綜する交通環境 

渋滞発生や交通事故の要因  

車両間の協調が切望されている 

今後の方針 

単一車両シミュレーション 複数車両シミュレーション 

単一車両シミュレーションは,300 m離れた故障車両に対
し時速 100km/h の協調システム動作車両が出現. 複数
車両シミュレーションは,3 車線に協調システムで動作す
る車両が出現し,その1秒後に中央車線に車両が出現. 

・よりロバストな免疫型協調回避システムの構成． 

・ポテンシャル生成方法の最適化 

・パラメータの調整，他の状況（合流部・減速車両）での検証． 
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結論 

免疫システムを交通システムへ適用 


